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学校名 福岡県立八幡高等学校 

発表タイトル 現在の教員派遣制度は適切か？～解なき問いへの挑戦～ 

設定した課題 

「先進国から発展途上国へ一方的に教員派遣をする」という現在の教員派

遣制度のカタチを変えて「質の高い教育をみんなに」というゴールを達成す

るために「両国がお互いに教育の質を高めあえるような教員派遣制度を作り

たい」という課題を設定した。 

関連する 

SDGs のゴール・ターゲット 

4c. 2030 年までに、開発途上国、特に後発開発途上国および小島開発途

上国における教員養成のための国際協力などを通じて、資格を持つ教員の

数を大幅に増加させる。 

ポスターの説明 

私たち 4b 班は、教育の質を上げるためには教員の質を高めることが大切で

あるという点に向けて、かつ先進国だけでなく発展途上国にも教育を普及さ

せるという観点から“教員交換”という案を考えた。この案は記事やネットか

ら拾った案ではなく、4b 班オリジナルの案となっている。そのため、まだ実際

に行うことができていないから、様々な問題点がある反面、今までの先進国

からの一方的な派遣からでは、得ることのできなかった利点やスキルアップ

へとつながるきっかけがあると、私たちは考えている。高校生ならではのアイ

デアと、知識を出し合ってできたポスターなので、是非楽しんでみてほしい。 

制作の意図や 

アピールポイントなど 

今ある一方的な教員派遣制度を改善するために、新たな“教員交換”という

制度を考案し、仕事内容・ルール・教員への支援やメリットなどを一から自分

たちで考えた。金銭面の問題だけでなく、他の問題も含めて多角的に物事を

捉えて、解決策を考えた。多くの人に興味を持って見てもらえるように、某会話

アプリ風にアレンジした。他の SDGs 番号との関連性を明確にして、連携する

ことの大切さが伝わるようにした。 

苦労した点 

・アクションプラン作成型で探求を進めたため、アクションに根拠を持たせる

必要があった点。 

・高校生では実行することが難しいアクションプランだったが、実行するにあた

り実現可能な内容を考える必要があった点。 

・現在の海外の経済や環境の状況を把握し、どの分野から教育に繋げるの

かを考える点。 

その他（自由記載） 
現在、新型コロナウイルスの感染拡大によって私たちの考えた“交換”を実現

するのは困難であるがインターネットなどを用いて教員交換をどのよう教員に

して普及させていくのかを考え課題の解決に繋げていきたい。 


